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合 S と {mij} , (i , j) ESX s， ただし mij は整数または記号∞で mii= 1 , 2 三三 mij=mμ 三三∞ (i=F j) をみたすとす
る o そのとき生成元 {r;} i εs と基本関係 (η ち )mij = 1 (mij =F ∞)で定義される群を Coxeter 群と呼ぶ。生成元の集
合S を強調するために (W. S) と書く。 S の部分集合 T によって生成される (W， S) の部分群を放物的部分群と呼
び Wr であらわす。放物的部分群 Wr も Coxeter 群となるO
Coxeter 群のコホモロジ一環の具体的構造に関する過去の研究では Rusin (1984) および Davis-J anuszkiewicz 
(1991)によるものがある o (W, S) を Coxeter 群とする o Yを S の部分集合 FÇSの族で放物的部分群 WF の位数
が有限となるもの全体からなる半順序集合とする (φEYとする)。
任意の W- 加群M に対して
2* (W, M) =inv.lim.FE.rH* (WF, M) , 
と置く(ただし射影的極限は制限写像に対して取る)。
ρ: H* (W, M) →r事 (W， M) 
を制限写像が誘導する自然な準同型とするO とくに Mが自明な W- 加群でかっ可換環のとき ρ は環準同型となる。




定理 1 任意の Coxeter 群Wと可換環 k に対して環準同型
ρ:H ・ (W， k) • 2* (W, k) 
は次の二つの性質を満たす。
1 . uEker ρ ならば u は幕零元である。




準同型 ρ が全射になる十分条件を求めた。 Coxeter 群の生成元 Sの任意の相異なる三つの元が生成する放物的部分群
の位数が常に無限大のとき，その Coxeter 群は aspherical と呼ばれるo
定理 2 任意の aspherical な Coxeter 群 W に対して ρ: H* (W, M) →~* (W, M) は全射である。ただし M は
Wが自明に作用する W- 加群であるo
係数が k= Z/ 2 Zのときには定理 1. 2 よりもさらに強いことがいえるO
定理 3 任意の Coxeter 群 Wに対して写像 ρ は単射
H* (玖 Z/2Z)/の→~. (W, Z/2Z) 
を誘導する。ただしのは nilradi叫をあらわす。さらに Wが仰heri問!ならば上の写像は同型である。
Serre により Coxeter 群の virtual cohomological dimension が有限であることが証明されている。したがって
Coxeter 群に対してその Farrell コホモロジーが定義される o Farrell コホモロジーの場合にも準同型ρ: H* (W, M) 
→r傘 (W， M) が同様に定義できる。われわれは定理 l と定理 2 が Farrell コホモロジーに対しても同様に成り立つ




元のみからなること，とくに Coxeter 群が aspherical のときにはこの環準同型が全射になることを証明した。これら
は，群のコホモロジーの研究に貢献するところ大であり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるO
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